










　『新青年』（1915 年 9 月から 16 年 2 月刊行の第 1巻 1 － 6 号の誌名は『青年
雑誌』で、第 2巻から『新青年』に改名）の原刊本は、1915 年 9 月から 22 年
7月まで月刊（第1－9巻）、1923年 6月から24年 12月まで季刊（第1－4期）、
1925 年 4 月から 26 年 7 月までは不定期刊（第 1－ 5号）で刊行された。出版
元は、1915 年から 20 年（1920 年 5 月発行 7巻 6号）までは上海群益書社 1で、
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（1915年 9月『青年雑誌』第 1巻第 1号表紙。カーネギー 3の肖像画を掲げる。）
　大規模な再版は二回行われており、まず 1920 年 5 月に、上海群益書社から
第 1巻から第 5巻までの合訂本が出され、その後 1936 年には、上海亜東図書
館と上海求益書社の共同で、1 から 7巻までの合訂本が出版されている。合訂
本の表紙は原刊本に比していかにも質実簡素で、次のようなものである。







鄒振環「作為『新青年』賛助者的群益書社」（『史学月刊』2016 年 4 期）等を参照。

























中国の先導者』（2015 年、山川出版社［世界史リブレット人 90］）27 頁には、汪孟鄒がトロツキズ
ム関連書籍を出版していた事実も記される。長堀該書は、陳独秀を中心として『新青年』周辺につ
いても詳細に解説されている。















































た。1936 年、私は重版して 1500 部印刷し、群益にもそのうちの幾ばくか
を贈呈した。8
7 　該書、183 頁。
8 　汪原放著『亜東図書館与陳独秀』（2006 年、上海世紀出版）、228 頁。


















 「上海四馬路中市 亜東図書館 求益書社 謹啓」10
　魯迅と唐俟（魯迅の筆名）を別人と扱うことは頂けないが 11、この宣伝文か
















































のみ。奥付によれば、2450 部印刷、定価は揃いで 6万 8千元（！）となっている。
14　田丹「『新青年』1954 年影印本前九巻与原版之区別考略」（『中国現代文学研究叢刊』2016 年第 9
期）はこの版本について詳細をレポートする。田によれば、最も完備した『新青年』原刊本は北京


















たのが、1962 年の大安書店 16 影印本である。その附録『新青年総目録　解題・
総目次、著者名索引』に附された市古宙三の「後記」によれば、その影印に使
用した版本の状況は極めて複雑であった。まず、1 から 2 巻は 1936 年亜東・
求益合訂本を使用、3 から 5 巻は 1920 年群益書社合訂本を使用、そして 6か
ら 9巻には原刊本を使用したという。揃いの『新青年』を何とか日本の関係者
に届けたいという執念が伝わってくる仕業である。やや問題を抱えながらも、










































的により原刊本に近い 1920 年の群益書社版を中心に取り上げ、適宜 1936 年の
19　すべての図書館・研究機関のすべての蔵書を調査できているわけではもちろんないが、例えば、
京大附属図書館は CiNii 記載によれば、1 から 7 巻の原刊本所蔵とあるが、実際には 4巻までは
1920 年再版本であった。同様に大阪大学附属外国学図書館（旧大阪外大図書館）も 2から 7巻の
原刊本所蔵とあるが、実際にはすべて 1936 年再版本だった。
20　例えば、『新青年』に掲載される「広告」の重要性に注目した論考だけでも、謝明香・王華光「『新
青年』的広告運営及策略定位」（『編輯之友・史料』2011 年 11 期）、銭理群「『新青年』知識分子群
体的形成─以雑誌広告為線索」（『北京社会科学』2013 年 3 期）、袁一丹「雑誌聯盟与閲読共同体─
以『新青年』的交換広告為線策」（『中国現代文学研究叢刊』2015 年 7 期）などある。ただいずれ
も版本の異同にまで注意は払われていない。

































2002 年 6 期）等が参考になる。














































































わる問題での齟齬が発生していたが、7 巻 6 号の「労働節記念号」を発行（1920
24　脚注 4に引く参考書等のほか、江田憲治・長堀祐造編訳『陳独秀文集 3』（2017 年、平凡社東洋
文庫 881）付録「陳独秀年譜」を参照。
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（『光明日報』2012 年 5 月 10 日）は、陳独秀と胡適の書簡往復からその微妙な推移を繙いた興味深
い論考である。
26　郭沫若『創造十年（1918-1923）・発端』（1992 年、人民文学出版社『郭沫若全集 文学編第十二卷』）、
31 頁。日本語訳は、小野忍・丸山昇訳『郭沫若自伝 2　黒猫・創造十年他』（1968 年、平凡社東洋












掲載は 8回（再版決定後毎号掲載か）、まず 6巻 4 号（1919 年 4 月刊）から 7













での調査によれば、日本の図書館が所蔵する再版本は 1920 年版よりも 1936 年
27　群益書社は、1902 年に長沙に開業後、1907 年に上海、1909 年には日本東京にも支社を開いてい
る。1935 年に経営不振のため休業、その後「求益書社」と改名して、1936 年再版『新青年』合訂
本発行。最終的に、1952 年に廃業。


































　晩年に近い「1935 年 1 月 4 日　趙家壁、鄭伯奇宛」からも、『新青年』が依
然として重要な存在を保っていたことが窺い知れる。
29　1934 年 10月上海『青年界』月刊 6巻 3期原載。『魯迅全集　第 6巻』（2005 年、人民文学出版社）、
73 頁。
30　『魯迅全集　第 11 巻』（2005 年、人民文学出版社）、360 頁。





















31　『魯迅全集　第 13 巻』（2005 年、人民文学出版社）、332 頁。当時、魯迅は『中国新文学大系』
（1935-36 年、上海良友図書印刷公司）「小説二集」の編者を任され、収録作品の選定作業に従事し
ていた。『魯迅全集　第 15 巻』（1985 年、学習研究社）、603 頁の訳注も参照。






追記：本研究は、JSPS 科研費 18K00355 の助成を受けたものである。
33　周氏兄弟と『新青年』との直接の関係について、張耀杰『北大教授与《新青年》』（2014 年、新
星出版社［北京］）、上海魯迅紀念館編『魯迅与《新青年》』（2016 年、上海世紀出版）等を参照した。
